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令和２年度第１回村上市介護保険運営協議会 会議録 

 

１．開催日時：令和２年７月２９日（水）午後１時２５分～午後３時 

 

２．開催場所：村上市役所 ４階 大会議室 

 

３．出 席 者：（敬称略） 

【出席委員】阿部正一、伊與部純夫、石栗誠治、青木優子、野沢 悟、竹前恵子、川内信一、露崎か

おり、八矢祐樹、本図 悟、土岐裕也、戸澤和夫、石井雄士、郷内 学、鳴瀬 豊、小

田悦男、山下ゆかり、佐藤美和、東海林則夫、西村 治  ２０名 

＜欠席委員：なし＞ 

【事 務 局】介護高齢課 小田課長、高橋課長補佐、近藤副参事、山田係長、山田課長補佐、渋谷副

参事、田中副参事、五十嵐係長、保健医療課 信田課長  ９名 

４．会議次第 

１．開  会  １時２５分 

２．あいさつ  小田介護高齢課長 

３．委員紹介 

４．会長及び副会長の選出について 

   会 長  西村 治 氏  副会長  阿部正一 氏 

５．議  題 

 （１）地域密着型サービス運営委員会委員、地域包括支援センター運営協議会委員の選出につい

て・・・資料１－１・１－２ 

（事務局説明）各委員の選出区分や地区などによって提示案のとおり選任させていただいた。 

  【質問・意見】特になし 

         ＜承認＞ 

 

（２）介護保険運営協議会について・・・資料２－１～２－４ 

（事務局説明）条例による設置規定及び規則、各委員会設置要綱について概略説明。 

  【質問・意見】特になし 

         ＜承認＞ 

 

（３）高齢課の現状について・・・資料３－１・３－２ 

（事務局説明）平成21年4月に30.5％であった高齢化率が、本年4月には38.7％と年々上昇して

きている。なお、山北地区では50％を超え、2人に1人が高齢者という現状とな

っている。また、将来推計人口においても人口減少が見込まれる中、ますます

高齢化が進む予測となっている。 

  【質問・意見】特になし 

         ＜承認＞ 
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（４）介護保険の実施状況について・・・資料４ 

（事務局説明）要介護（要支援）認定数は、微増ではあるが年々増えてきている。また、昨年

度の介護給付費においては、ショートステイ、福祉用具・住宅改修、グループ

ホーム、地域密着型特養及び看護小規模多機能型居宅介護などが前年比で増え

ている。 

  【質問・意見】 

○委 員：デイサービスセンターの給付費が減っているが、新型コロナウイルスの影響で

利用者が休んだために減っているのか。 

 事務局：市が設置して指定管理によって運営しているデイサービスセンターでは、数人

の方が利用を控えたと聞いているが、昨年度よりも4月、5月になってから休ま

れた方のほうが多いと聞いている。 

         ＜承認＞ 

 

（５）地域包括支援センターの活動状況について・・・資料５ 

（事務局説明）相談活動においては、遠方にお住いのご家族からの相談であったり、訪問活動

では権利擁護・虐待に関するものが少しずつ増えており、要支援認定者のケア

マネジメントも年々増えてきている。また、通所サービスCとして行っている元

気応援教室については、昨年度減少した。 

  【質問・意見】 

○委 員：元気応援教室の昨年度参加者が大幅に減少しているが、その原因は何か。 

 事務局：事業対象者に聞き取りを行ったところ、「まだ必要ない」という方が多くいたの

で、要因の一つと考えている。 

         ＜承認＞ 

 

（６）地域密着型サービス事業所の運営状況について・・・資料６ 

（事務局説明）昨年度末に、グループホームで2事業所が増設を行い、それぞれ1ユニット9名の

定員が増加している。 

  【質問・意見】 

○委 員：地域密着型に限らず、市内介護事業所では人材の確保はされているのか。また、

市としての支援策はどのようになっているか。 

 事務局：介護事業所では、より良いサービスを提供していくためにも人材確保が必要と

いうことは聞いている。市としても給付金や補助金、また、高校生の事業所見

学ツアーを行って人材の確保・育成に取り組んでいるが、決して今の取組で十

分ということではなく、今後、制度の見直しや拡充を図っていきたいと考えて

いる。 

         ＜承認＞ 

 

（７）高齢者福祉サービスの実施状況について・・・資料７ 

（事務局説明）主だったサービスの内容等について説明。 

  【質問・意見】 
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○委 員：家族介護慰労事業について、要介護4や5の方で介護サービスを利用しないで家

族介護によって生活されている方がどの位いるのか。もしもいないのであれば、

例えば、紙おむつ等購入費助成など他の事業の拡充を検討してはどうか。 

事務局：国が定める地域支援事業の一つとして実施しており、対象となる方は確かに少

ない。課内でも紙おむつ等購入費助成や介護手当など、今後に向けて検討は行

っている。 

         ＜承認＞ 

 

（８）第８期介護保険事業計画の策定について・・・資料８－１・８－２ 

（事務局説明）令和3年度からの第8期計画について、昨年度末のアンケート調査の実施などを

行い進めてきている。先日、国の介護保険部会で基本方針案が協議されたとこ

ろである。今後、計画策定に業者支援をもらいながら年度末に向けて当運営協

議会で議論をお願いしていくことになる。なお、本年1月から2月にかけて行っ

たアンケート調査の概要及び調査報告書からの考察について、主だった点を説

明。 

  【質問・意見】特になし。 

         ＜承認＞ 

 

 ６．そ の 他  

（１）令和２年度介護保険運営協議会の開催予定について・・・資料９ 

（事務局説明）全体の運営協議会については年4回、地域包括支援センター運営協議会を年2回

予定している。なお、地域密着型サービス運営委員会は、公募の予定がないこ

とから開催しない予定である。 

    【質問・意見】特になし。 

 

   閉会挨拶  阿部副会長 

 

７．閉  会  ３時００分 


